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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数ページからなる文書ファイルであって、前記複数ページ各々にページ番号が付与さ
れている前記文書ファイルを記憶する記憶部と、
　表示部と、
　操作部と、を備える表示装置で実行される表示プログラムであって、
　前記ページ毎に当該ページの内容を表す複数のサムネイル画像を作成する作成処理と、
　前記操作部によるスクロール操作が受け付けられている場合、前記作成処理によって作
成された複数のサムネイル画像各々に対応する各ページに付与された前記ページ番号を、
当該複数のサムネイル画像の上に重ねて前記表示部に表示するとともに、当該複数のサム
ネイル画像を、前記ページ番号が重ねられた状態で前記スクロール操作に応じた方向に移
動させて前記表示部に表示する第１表示処理と、
　前記操作部によるスクロール操作が受け付けられていない場合、前記作成処理によって
作成された複数のサムネイル画像各々に対応する各ページに付与された前記ページ番号を
前記表示部に表示することなく、前記作成処理によって作成された複数のサムネイル画像
を前記表示部に表示する第２表示処理と、
を前記表示装置に実行させる表示プログラム。
【請求項２】
　請求項１に記載の表示プログラムであって、
　前記第１表示処理において、前記スクロール操作が終了したかを判断する判断処理と、
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　前記判断処理により前記スクロール操作が終了したと判断した場合、前記スクロール操
作の終了のタイミング、又は、前記サムネイル画像の移動の終了のタイミングに基づいて
前記ページ番号を非表示にする、表示プログラム。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の表示プログラムであって、
　前記第１表示処理において、前記ページ番号を前記サムネイル画像の画像領域内に表示
する、表示プログラム。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一項に記載の表示プログラムであって、
　前記第１表示処理において、前記表示部に一部の領域のみが表示されている前記サムネ
イル画像についても前記ページ番号を表示する、表示プログラム。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一項に記載の表示プログラムであって、
　前記第１表示処理において、前記サムネイル画像のサイズに応じて前記ページ番号を拡
大又は縮小して表示する、表示プログラム。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれか一項に記載の表示プログラムであって、
　前記表示部に表示されている前記サムネイル画像を選択する選択処理を前記表示装置に
実行させ、
　前記選択処理において、選択したサムネイル画像であることを示す図形を当該選択した
前記サムネイル画像の上に重ねて表示し、
　前記第１表示処理において、前記ページ番号と前記図形とを前記サムネイル画像に重ね
て表示する、表示プログラム。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一項に記載の表示プログラムであって
　前記サムネイル画像が表示される前に、各前記サムネイル画像の表示領域を示す表示領
域画像を前記表示部に表示するとともに、各前記表示領域画像の上に前記サムネイル画像
の前記ページ番号を重ねて表示し、前記サムネイル画像が表示されるタイミングに基づい
て前記表示領域画像及び前記ページ番号を非表示にする初期表示処理を前記表示装置に実
行させる、表示プログラム。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一項に記載の表示プログラムであって、
　前記操作部によって拡大縮小操作が受け付けられると、前記サムネイル画像を前記拡大
縮小操作に応じたサイズに拡大又は縮小する拡大縮小処理と、
　前記拡大縮小処理に応じて、前記表示部に表示する前記サムネイル画像の数を変更する
変更処理と、
を前記表示装置に実行させ、
　前記拡大縮小処理において、拡大又は縮小後の前記サムネイル画像を表示する前に、前
記表示部に拡大又は縮小後の各前記サムネイル画像の表示領域を示す表示領域画像を表示
するとともに、各前記表示領域画像の上に前記サムネイル画像の前記ページ番号を重ねて
表示し、拡大又は縮小した前記サムネイル画像を表示するタイミングに基づいて前記表示
領域画像及び前記ページ番号を非表示にする、表示プログラム。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一項に記載の表示プログラムであって、
　前記作成処理により前記サムネイル画像を作成中、各前記サムネイル画像の表示領域を
示す表示領域画像を前記表示部に表示するとともに、各前記表示領域画像の上に前記ペー
ジ番号を重ねて表示する、表示プログラム。
【請求項１０】
　複数ページからなる文書ファイルであって、前記複数ページ各々にページ番号が付与さ
れている前記文書ファイルを記憶する記憶部と、
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　表示部と、
　操作部と、
　制御部と、を備える表示装置であって、
　前記制御部は、
　前記ページ毎に当該ページの内容を表す複数のサムネイル画像を作成する作成処理と、
　前記操作部によるスクロール操作が受け付けられている場合、前記作成処理によって作
成された複数のサムネイル画像各々に対応する各ページに付与された前記ページ番号を、
当該複数のサムネイル画像の上に重ねて前記表示部に表示するとともに、当該複数のサム
ネイル画像を、前記ページ番号が重ねられた状態で前記スクロール操作に応じた方向に移
動させて前記表示部に表示する第１表示処理と、
　前記操作部によるスクロール操作が受け付けられていない場合、前記作成処理によって
作成された複数のサムネイル画像各々に対応する各ページに付与された前記ページ番号を
前記表示部に表示することなく、前記作成処理によって作成された複数のサムネイル画像
を前記表示部に表示する第２表示処理と、
を実行する表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画像をスクロールさせる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、複数の画像を表示するとともに、各画像の上方にページ番号を表示し、スクロー
ル操作が受け付けられると、画像とページ番号とを移動させて別の画像を表示する技術が
知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２９３４９６号公報（図７等）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来の技術によると、各画像の上方に表示されているページ番
号によって表示部の表示領域の一部が占有されるので、その分だけ画像を小さく表示しな
ければならず、特に表示面積が小さい表示部の場合には画像の内容を把握し難いという問
題がある。
　本明細書では、非スクロール時に画像の内容を把握し易くなるとともに、スクロール時
に現在どの画像が表示されているかを容易に判断できる技術を開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書によって開示される表示プログラムは、画像を表示する表示部と操作部とを備
える表示装置で実行される表示プログラムであって、前記表示部に複数の画像を表示する
一方、各前記画像に付与されている識別子を前記表示部に表示しない表示処理と、前記操
作部によってスクロール操作が受け付けられると、前記表示部に表示されている前記画像
を前記スクロール操作に応じた方向に移動させて新たな画像を前記表示部に表示するスク
ロール処理と、を前記表示装置に実行させ、前記スクロール処理において、各前記画像の
上に当該画像の前記識別子を重ねて表示し、表示した前記識別子を前記画像とともに移動
させる。
【０００６】
　また、上記表示プログラムは、前記スクロール処理において、前記スクロール操作の終
了のタイミング、又は、前記画像の移動の終了のタイミングに基づいて前記識別子を非表
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示にしてもよい。
【０００７】
　また、上記表示プログラムは、前記画像にはページ番号が付与されており、前記識別子
は前記ページ番号であってもよい。
【０００８】
　また、上記表示プログラムは、前記スクロール処理において、前記識別子を前記画像の
画像領域内に表示してもよい。
【０００９】
　また、上記表示プログラムは、前記スクロール処理において、前記表示部に一部の領域
のみが表示されている前記画像についても前記識別子を表示してもよい。
【００１０】
　また、上記表示プログラムは、前記スクロール処理において、前記画像のサイズに応じ
て前記識別子を拡大又は縮小して表示してもよい。
【００１１】
　また、上記表示プログラムは、前記表示部に表示されている前記画像を選択する選択処
理を前記表示装置に実行させ、前記選択処理において、選択した画像であることを示す図
形を当該選択した前記画像の上に重ねて表示し、前記スクロール処理において、前記識別
子と前記図形とを前記画像に重ねて表示してもよい。
【００１２】
　また、上記表示プログラムは、前記表示処理によって前記画像が表示される前に、各前
記画像の表示領域を示す表示領域画像を前記表示部に表示するとともに、各前記表示領域
画像の上に前記画像の前記識別子を重ねて表示し、前記表示処理によって前記画像が表示
されるタイミングに基づいて前記表示領域画像及び前記識別子を非表示にする初期表示処
理を前記表示装置に実行させてもよい。
【００１３】
　また、上記表示プログラムは、前記スクロール処理において、各前記画像を当該画像よ
り低解像度の画像、あるいは当該画像の輪郭を示す枠に置き換えて移動させてもよい。
【００１４】
　また、上記表示プログラムは、前記操作部によって拡大縮小操作が受け付けられると、
前記画像を前記拡大縮小操作に応じたサイズに拡大又は縮小する拡大縮小処理と、前記拡
大縮小処理に応じて、前記表示部に表示する前記画像の数を変更する変更処理と、を前記
表示装置に実行させ、前記拡大縮小処理において、拡大又は縮小後の前記画像を表示する
前に、前記表示部に拡大又は縮小後の各前記画像の表示領域を示す表示領域画像を表示す
るとともに、各前記表示領域画像の上に前記画像の前記識別子を重ねて表示し、拡大又は
縮小した前記画像を表示するタイミングに基づいて前記表示領域画像及び前記識別子を非
表示にしてもよい。
【００１５】
　本明細書によって開示される表示装置は、画像を表示する表示部と、操作部と、制御部
とを備え、前記制御部は、前記表示部に複数の画像を表示する一方、各前記画像に付与さ
れている識別子を前記表示部に表示しない表示処理と、前記操作部によってスクロール操
作が受け付けられると、前記表示部に表示されている前記画像を前記スクロール操作に応
じた方向に移動させて新たな画像を前記表示部に表示するスクロール処理と、を実行し、
前記スクロール処理において、各前記画像の上に当該画像の前記識別子を重ねて表示し、
表示した前記識別子を前記画像とともに移動させる。
【００１６】
　なお、この発明は、表示方法、表示プログラムを記録した記録媒体等の種々の態様で実
現することができる。
【発明の効果】
【００１７】
　画像の識別子を常に表示しないようにすると、識別子によって占有される表示領域の面



(5) JP 5737350 B2 2015.6.17

10

20

30

40

50

積を低減できるので、その分画像を大きく表示できる。しかしながら、識別子を表示しな
いと、画像を移動させるスクロールをさせたとき、現在どの画像が表示部に表示されてい
るかを移動している画像の内容から判断しなければならず、判断が困難になる。
　この場合、識別子を常に画像の上に重ねて表示すれば、識別子によって占有される面積
を低減できるとともに、スクロールさせたときに現在どの画像が表示されているかを識別
子から判断できる。しかしながら、その場合は識別子が常に画像の上に重なっていること
となり、非スクロール時に画像の内容を把握し難くなる。
【００１８】
　上記の表示プログラム、及び、表示装置によると、スクロール処理が実行されていない
ときは識別子を表示しないので、各画像の近傍に識別子を表示するための領域を確保しな
くてよく、その分画像を大きく表示できる。
　更に、上記の表示プログラム、及び、表示装置によると、スクロール処理によって画像
を移動させるときは各画像の識別子を表示するので、現在どの画像が表示されているかを
容易に判断できる。
　更に、上記の表示プログラム、及び、表示装置によると、スクロール処理によって画像
を移動させるとき、識別子を画像の上に重ねて表示するので、各画像の近傍に識別子を表
示するための領域がない場合であっても識別子を視認可能な大きさで表示できる。
【００１９】
　よって上記の表示プログラム、及び、表示装置によると、非スクロール時に画像の内容
を把握し易くなるとともに、スクロール時に現在どの画像が表示されているかを容易に判
断できる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】実施形態１に係る携帯電話と、携帯電話と通信可能に接続されているプリンタと
を示す模式図。
【図２】携帯電話の電気的構成を簡略化して示すブロック。
【図３】ＰＤＦ文書の一例を示す模式図。
【図４】表示プログラムによって表示される画面の一例を示す模式図。
【図５】画面にサムネイル画像を表示する処理を説明するための模式図。
【図６】サムネイル画像を表示する処理の流れを示すフローチャート。
【図７】スクロール処理を説明するための模式図。
【図８】図７に示す画面２０Ｅを拡大して示す模式図。
【図９】スクロール処理の流れを示すフローチャート。
【図１０】拡大縮小処理を説明するための模式図。
【図１１】拡大縮小処理の流れを示すフローチャート。
【図１２】サムネイル画像の数が１つだけになるまでサムネイル画像が拡大された場合を
時系列で示す模式図。
【図１３】実施形態２に係るスクロール処理を説明するための模式図。
【図１４】実施形態３に係る画面の一例を示す模式図。
【図１５】実施形態３に係るスクロール処理を説明するための模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
＜実施形態１＞
　本発明の実施形態１を図１ないし図１２によって説明する。
　（１）全体構成
　図１は、本発明の実施形態１に係る携帯電話１（表示装置の一例）と、携帯電話１と通
信可能に接続されているプリンタ２とを示す模式図である。携帯電話１は通話機能に加え
て無線通信機能を有しており、無線ＬＡＮルータ３などを介してＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａ
ｒｉａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）やインターネットなどの通信ネットワーク４に無線接続される
。携帯電話１は通信ネットワーク４を介してプリンタ２に印刷を指示することにより、プ
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リンタ２に画像を印刷させることができる。
【００２２】
　（２）携帯電話の電気的構成
　図２は、携帯電話１の電気的構成を簡略化して示すブロック図である。携帯電話１は、
制御部１１、送受信部１２、音声入出力部１３、無線通信部１４、表示部１５、操作部１
６、記憶部１７を備えて構成されている。
【００２３】
　制御部１１は、アプリケーションプロセッサ、ＲＯＭ、ＲＡＭなどを備えて構成されて
いる。アプリケーションプロセッサは、ＲＯＭや記憶部１７に記憶されている各種のプロ
グラムを実行することによって携帯電話１の各部を制御する。ＲＯＭはアプリケーション
プロセッサが実行するための各種のプログラムやデータなどを記憶している。ＲＡＭはア
プリケーションプロセッサが各種の処理を実行するための主記憶装置として用いられる。
【００２４】
　送受信部１２は、アンテナ、ＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）回路、ベースバ
ンドプロセッサなどを備えて構成されており、アンテナを介して基地局５との間で音声信
号の送受信を行う。また、送受信部１２は基地局５との間でパケット通信を行うことも可
能に構成されている。
　音声入出力部１３は、マイク、スピーカ、音声処理回路などを備えて構成されている。
マイクによって入力された音声信号は送受信部１２によって基地局５に送信され、送受信
部１２によって基地局５から受信した音声信号はスピーカによって発音される。
【００２５】
　無線通信部１４は、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）に準拠して構成されており、無線ＬＡＮル
ータ３などを介して通信ネットワーク４に無線接続される。
　なお、携帯電話１を通信ネットワーク４に無線接続できる規格であれば無線通信の規格
はＷｉ－Ｆｉに限られない。例えば、携帯電話１はＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）によ
って無線接続される構成であってもよいし、ＩｒＤＡなどの赤外線による光無線データ通
信によって無線接続される構成であってもよい。
　また、本実施形態では携帯電話１を通信ネットワーク４に無線接続する場合を例に説明
するが、携帯電話１は通信ネットワーク４に有線接続されてもよい。
　また、携帯電話１が通信ネットワーク４を介さずにプリンタ２に直接接続される構成で
あってもよい。
【００２６】
　表示部１５は、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどの表示デバイス、表示デ
バイスを駆動する駆動回路などを備えて構成されている。
　操作部１６は、表示デバイスの表示面を覆う略透明なタッチパネル、タッチパネルを制
御する制御回路、各種の操作ボタンなどを備えて構成されている。ユーザは操作部１６を
操作することにより、電話番号の入力やアプリケーションプログラムの操作などを行うこ
とができる。
【００２７】
　記憶部１７は、フラッシュメモリなどの不揮発性メモリを用いて各種のプログラムやデ
ータを記憶する装置である。記憶部１７には、オペレーティングシステム（ＯＳ）、アプ
リケーションプログラム（表示プログラム、印刷プログラムなど）、表示プログラムによ
って表示される電子文書などが記憶される。
【００２８】
　電子文書のデータ形式は、ＰＤＦ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　Ｆｏｒｍａ
ｔ）であってもよいし、ワードプロセッサに固有のデータ形式であってもよいし、その他
のデータ形式であってもよい。実施形態１では電子文書のデータ形式はＰＤＦであるもの
とし、以降の説明では電子文書のことをＰＤＦ文書というものとする。
【００２９】
　また、実施形態１では図３に示すＰＤＦ文書を例に説明する。図示するＰＤＦ文書はペ
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ージ毎にアルファベットＡ～Ｏのいずれか一文字を複数表すものである。各ページには１
から順にページ番号（識別子の一例）が付与されている。
【００３０】
　（３）表示プログラム
　図４は、表示プログラムによって表示部１５に表示される画面２０の一例を示す模式図
である。表示プログラムは、１以上のページからなるＰＤＦ文書について、ページ毎に当
該ページの内容を表すサムネイル画像２１（画像の一例）を作成し、作成したサムネイル
画像２１を画面２０に一覧表示し、一覧表示したサムネイル画像２１の中から印刷するペ
ージのサムネイル画像２１をユーザに選択させるプログラムである。
【００３１】
　表示プログラムを実行する制御部１１（以下「表示プログラム」という）は、画面２０
でサムネイル画像２１が選択されると、選択されたサムネイル画像２１に対応するページ
を印刷するよう印刷プログラムに指示する。印刷プログラムを実行する制御部１１（以下
「印刷プログラム」という）は、印刷が指示されると、プリンタ２を制御してそのページ
を印刷させる。
【００３２】
　各サムネイル画像２１の上に表示されている円形の画像２２は、そのサムネイル画像２
１が選択されている状態であることを示す選択マーク（図形の一例）である。選択マーク
２２が表示されている状態のサムネイル画像２１にタッチすると、そのサムネイル画像２
１の選択が解除されるとともに、選択マーク２２が非表示になる。一方、選択マーク２２
が表示されていない状態のサムネイル画像２１にタッチすると、そのサムネイル画像２１
が選択されるとともに、サムネイル画像２１の上に選択マーク２２が表示される。
【００３３】
　各サムネイル画像２１のデフォルトの状態は選択されている状態である。このため、表
示プログラムが起動された直後には、各サムネイル画像２１の上に選択マーク２２が表示
される。
【００３４】
　「－（マイナス）」ボタン２３はサムネイル画像２１を一段階縮小するボタンであり、
「＋（プラス）」ボタン２４はサムネイル画像２１を一段階拡大するボタンである。
【００３５】
　「Ｓｅｌｅｃｔ　Ａｌｌ」ボタン２５は、全てのサムネイル画像２１を一括して選択す
るボタンである。ここでいう全てのサムネイル画像２１には、画面２０に表示されていな
いサムネイル画像２１も含まれる。
　「Ｄｅｓｅｌｅｃｔ　Ａｌｌ」ボタン２６は、サムネイル画像２１の選択を一括して解
除するボタンである。
【００３６】
　「Ｄｏｎｅ」ボタン２７は、選択されているサムネイル画像２１に対応するページの印
刷を印刷プログラムに指示し、その後に表示プログラムを終了するボタンである。
　「Ｃａｎｃｅｌ」ボタン２８は、画像を印刷させずに表示プログラムを終了するボタン
である。
【００３７】
　（３－１）サムネイル画像の表示
　図５は、画面２０にサムネイル画像２１を表示する処理を説明するための模式図であっ
て、表示プログラムが起動された直後の画面２０の変化を時系列で示す模式図である。サ
ムネイル画像２１は表示プログラムが起動されると直ぐに画面２０に表示されるのではな
く、先ず表示領域画像３０とページ番号３１とが表示される。なお、画面２０Ａでは一つ
の表示領域画像にのみ符号を付している。同様に、画面２０Ａでは一つのページ番号にの
み符号を付している。
【００３８】
　具体的には、表示プログラムが起動されると、画面２０Ａに示すように、サムネイル画
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像２１が表示される各領域に、サムネイル画像２１が表示される領域であることを示す表
示領域画像３０が表示される。
　表示領域画像３０は、サムネイル画像２１が表示される領域の輪郭を表す枠であっても
よいし、サムネイル画像２１より低解像度の画像であってもよいし、画面２０の背景色や
ページ番号の表示色とは異なる色で塗りつぶされた画像であってもよい。画面２０Ａでは
表示領域画像３０として領域の輪郭を表す枠を表示している。
　表示領域画像３０のサイズは、１画面に表示するサムネイル画像２１の行列の数に応じ
て予め設定されている。
【００３９】
　そして、表示された各表示領域画像３０の上に、その表示領域画像３０が表示されてい
る領域に表示されるサムネイル画像２１に対応するページのページ番号３１が重ねて表示
される。
　図示するようにページ番号３１は表示領域画像３０の画像領域内に表示される。言い換
えると、ページ番号３１は表示領域画像３０からはみ出さないように表示される。
　なお、表示領域画像３０とページ番号３１とを別々に表示するのではなく、表示領域画
像３０にページ番号３１を上から重ねて合成した画像を表示させてもよい。
【００４０】
　上述した表示領域画像３０やページ番号３１が表示されている間、表示プログラムによ
って各ページからサムネイル画像２１が作成される。そして、サムネイル画像２１の作成
が完了すると、表示領域画像３０とページ番号３１とが非表示にされ、画面２０Ｂに示す
ように、各表示領域画像３０が表示されていた領域にサムネイル画像２１が表示される。
ただし、ページ番号３１は表示されない。なお、画面２０Ｂでは一つのサムネイル画像に
のみ符号を付している。
　サムネイル画像２１は、当該サムネイル画像２１の縦横比を維持しつつ、表示領域画像
３０によって示される領域内に表示可能な最大のサイズで表示される。
【００４１】
　図６は、上述したサムネイル画像２１を表示する処理の流れを示すフローチャートであ
る。本処理は表示プログラムが起動されると開始される。
　ここで、実施形態１に係る表示プログラムはマルチスレッドプログラムとして実装され
ており、複数の処理を並列に実行できるものである。
【００４２】
　Ｓ１０１では、表示プログラムはサムネイル画像２１を表示する各領域に表示領域画像
３０を表示する。
　Ｓ１０２では、表示プログラムは各表示領域画像３０の上にページ番号３１を重ねて表
示する。
【００４３】
　Ｓ１０３では、表示プログラムは、Ｓ１０１及びＳ１０２の処理と並行して、各ページ
のサムネイル画像２１を作成する。なお、表示プログラムがシングルスレッドプログラム
である場合には、Ｓ１０３の処理はＳ１０１及びＳ１０２の処理が終了した後に実行され
る。
【００４４】
　Ｓ１０４では、表示プログラムは表示領域画像３０とページ番号３１とを非表示にする
。
　Ｓ１０５では、表示プログラムはＳ１０３で作成したサムネイル画像２１を画面２０の
各領域に表示する。ここで、表示プログラムは、サムネイル画像２１を各領域に表示する
一方、ページ番号３１は表示しない。
【００４５】
　Ｓ１０１、Ｓ１０２、及びＳ１０４は初期表示処理の一例であり、Ｓ１０３及びＳ１０
５は表示処理の一例である。
【００４６】
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　（３－２）サムネイル画像のスクロール
　図７は、画面２０に表示されているサムネイル画像２１をスクロールさせるスクロール
処理を説明するための模式図であって、スクロール中の画面２０の変化を時系列で示す模
式図である。
　ＰＤＦ文書のページ数が多い場合は、一部のサムネイル画像２１だけが画面２０に表示
される。一部のサムネイル画像２１だけが画面２０に表示されている場合、ユーザはタッ
チパネルに指を接触させ、接触させた指を上方向又は下方向に移動させることにより、サ
ムネイル画像２１を上下方向にスクロールさせることができる。これにより、ユーザは全
てのサムネイル画像を表示させることができる。以下の説明では指を上方向に移動させる
場合を例に説明する。
【００４７】
　なお、詳しくは後述するが、横方向のスクロールは全体を画面２０に表示できるサムネ
イル画像２１の数が１つだけになるまでサムネイル画像２１が拡大された場合にのみ可能
となり、それ以外の場合は上下方向のスクロールだけが可能である。
【００４８】
　画面２０Ｄに示すように、ユーザの指が上方向に移動すると上方向のスクロール操作が
受け付けられ、画面２０Ｅ～２０Ｉに示すように、サムネイル画像２１が上方向へ移動す
る。そして、それまで表示されていたサムネイル画像２１が非表示になるとともに、新た
なサムネイル画像２１が画面２０に表示される。
　そして、ユーザの指が停止すると、あるいはユーザの指がタッチパネルから離れるとス
クロール操作が終了し、サムネイル画像２１の移動が停止する。図示する例では画面２０
Ｉに示す位置で指の移動が停止している。
【００４９】
　そして、本実施形態に係る表示プログラムでは、スクロール操作が受け付けられると、
画面２０Ｅに示すように、各サムネイル画像２１の上にそのサムネイル画像２１に対応す
るページのページ番号３１が重ねて表示される。そして、画面２０Ｆ～画面２０Ｉに示す
ように、表示されたページ番号３１がサムネイル画像２１とともに移動する。
【００５０】
　それまで表示されていたサムネイル画像２１が非表示になって新たなサムネイル画像２
１が表示された場合には、新たなサムネイル画像２１の上にもページ番号３１が表示され
、表示されたページ番号３１が当該新たなサムネイル画像２１とともに移動する。
【００５１】
　各ページ番号３１は、それぞれサムネイル画像２１の画像領域内に表示される。
　また、図８に示すように、各ページ番号３１は選択マーク２２に重ならない位置に表示
される。ここで、図８は画面２０Ｅを拡大して示す模式図である。なお、ページ番号３１
又は選択マーク２２の一方が透過して表示されていれば、ページ番号３１と選択マーク２
２とを重ねて表示してもよい。
　また、画面２０Ｅ～２０Ｉに示すように、ページ番号３１は画面２０に一部の領域のみ
が表示されているサムネイル画像２１についても表示される。
【００５２】
　そして、ユーザの指が停止すると、サムネイル画像２１の移動が終了するとともに、画
面２０Ｊに示すようにページ番号３１が非表示にされる（「画像の移動の終了のタイミン
グに基づいて識別子を非表示にする」の一例）。
【００５３】
　図９は、上述したサムネイル画像２１をスクロールさせるスクロール処理の流れを示す
フローチャートである。本処理はタッチパネルでスクロール操作が受け付けられると開始
される。
　Ｓ２０１では、表示プログラムは各サムネイル画像２１の上にページ番号３１を重ねて
表示する。
【００５４】
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　Ｓ２０２では、表示プログラムはサムネイル画像２１をスクロール操作に応じた方向に
所定距離移動させる。
　Ｓ２０３では、表示プログラムは新たに画面２０に表示されたサムネイル画像２１の上
にページ番号３１を重ねて表示する。
【００５５】
　Ｓ２０４では、表示プログラムはスクロール操作が終了したか否かを判定し、終了した
場合はＳ２０５に進み、終了していない場合はＳ２０２に戻って処理を繰り返す。
　Ｓ２０５では、表示プログラムはページ番号３１を非表示にする。
【００５６】
　（３－３）サムネイル画像の拡大縮小
　図１０は、画面２０に表示されているサムネイル画像２１を拡大縮小する拡大縮小処理
を説明するための模式図であって、拡大縮小中の画面２０の変化を時系列で示す模式図で
ある。
【００５７】
　ユーザが「＋」ボタン２４を押すと、先ず、画面２０Ｋに示すように、拡大後のサムネ
イル画像２１が表示される各領域に、拡大後のサムネイル画像２１が表示される領域であ
ることを示す表示領域画像３０が表示される。
　そして、表示された各表示領域画像３０の上に、その表示領域画像３０によって示され
る領域に表示されるサムネイル画像２１に対応するページのページ番号３１が重ねて表示
される。画面２０Ｋに示すように、ページ番号３１は表示領域画像３０の画像領域内に表
示される。
【００５８】
　上述した表示領域画像３０やページ番号３１が表示されている間、表示プログラムによ
って各ページから新しい大きさのサムネイル画像２１が作成される。そして、サムネイル
画像２１の作成が完了すると、表示領域画像３０とページ番号３１とが非表示にされ、画
面２０Ｌに示すように、各表示領域画像３０が表示されていた領域に、その表示領域画像
３０の上に重ねて表示されていたページ番号３１のページに対応する新しい大きさのサム
ネイル画像２１が表示される。
【００５９】
　ユーザが「－」ボタン２３を押したときの処理は「＋」ボタン２４を押したときの処理
と拡大縮小が逆になった点を除いて実質的に同一であるので説明は省略する。
【００６０】
　図１１は、上述したサムネイル画像２１を拡大縮小する拡大縮小処理の流れを示すフロ
ーチャートである。本処理は「－」ボタン２３又は「＋」ボタン２４が押されると開始さ
れる。「－」ボタン２３又は「＋」ボタン２４を押す操作は拡大縮小操作の一例である。
　Ｓ３０１では、表示プログラムは画面２０に表示するサムネイル画像２１の数を拡大又
は縮小後のサムネイル画像２１のサイズに応じて変更するとともに（変更処理の一例）、
各サムネイル画像２１を表示するレイアウトを決定する。
【００６１】
　Ｓ３０２では、表示プログラムは拡大又は縮小後のサムネイル画像２１を表示する各領
域に、拡大又は縮小後のサムネイル画像２１が表示される領域であることを示す表示領域
画像３０を表示する。
　Ｓ３０３では、表示プログラムは各表示領域画像３０の上にページ番号３１を重ねて表
示する。
【００６２】
　Ｓ３０４では、表示プログラムは、Ｓ３０２及びＳ３０３の処理と並行して、各ページ
から新しい大きさのサムネイル画像２１を作成する。
　Ｓ３０５では、表示プログラムは表示領域画像３０とページ番号３１とを非表示にする
。
　Ｓ３０６では、表示プログラムはＳ３０４で作成した新しい大きさのサムネイル画像２
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１を各領域に表示する。
【００６３】
　（３－４）サムネイル画像を拡大した後のスクロール方向
　図１２は、全体を画面２０に表示できるサムネイル画像２１の数が１つだけになるまで
サムネイル画像２１が拡大された場合を時系列で示す模式図である。全体を画面２０に表
示できるサムネイル画像２１の数が１つだけになるまでサムネイル画像２１が拡大された
場合は、横方向のスクロールが可能となり、上下方向のスクロール操作は受け付けられな
くなる。
【００６４】
　このようにした理由は、印刷プログラムのユーザインタフェースと合わせるためである
。印刷プログラムのユーザインタフェースは、全体を画面２０に表示できるサムネイル画
像２１の数が１つだけになるまでサムネイル画像２１を拡大して表示し、横スクロールさ
せることによって別のサムネイル画像２１を表示させるインタフェースである。
【００６５】
　このため、表示プログラムは、全体を画面２０に表示できるサムネイル画像２１の数が
１つだけになるまでサムネイル画像２１が拡大された場合は、印刷プログラムのユーザイ
ンタフェースに合わせるために、横方向のスクロール操作だけを受け付ける。
【００６６】
　なお、ユーザインタフェースを他のプログラムと合わせる必要がない場合は、全体を画
面２０に表示できるサムネイル画像２１の数が１つだけになるまでサムネイル画像２１が
拡大された場合であっても上下方向のスクロール操作だけを受け付けるようにしてもよい
。
【００６７】
　（３－５）ページ番号のサイズ
　図１０に示す画面２０Ｋ及び画面２０Ｍに示すように、ページ番号３１は拡大縮小後の
サムネイル画像２１のサイズに応じて拡大縮小される。例えば、サムネイル画像２１を拡
大した場合にはページ番号３１も大きく表示され、サムネイル画像２１を縮小した場合に
はページ番号３１も小さく表示される。
【００６８】
　そして、拡大縮小後にサムネイル画像２１をスクロールさせる場合には、拡大縮小後の
サムネイル画像２１のサイズに応じてページ番号３１も拡大又は縮小される。例えば、サ
ムネイル画像２１を画面２０Ｋに示すサイズに拡大した後にスクロールさせたとすると、
画面２０Ｋに示すページ番号３１と同じサイズのページ番号３１がサムネイル画像２１の
上に重ねて表示される。一方、サムネイル画像２１を画面２０Ｍに示すサイズに縮小した
後にサムネイル画像２１をスクロールさせたとすると、画面２０Ｍに示すページ番号３１
と同じサイズのページ番号３１が重ねて表示される。
【００６９】
　（４）実施形態の効果
　以上説明した実施形態１に係る表示プログラムによると、スクロール処理が実行されて
いないときはページ番号３１を表示しないので、各サムネイル画像２１の近傍にページ番
号３１を表示するための領域を確保しなくてよく、その分サムネイル画像２１を大きく表
示できる。
　更に、表示プログラムによると、スクロール処理によってサムネイル画像２１を移動さ
せるときは各サムネイル画像２１のページ番号３１を表示するので、現在どのサムネイル
画像２１が表示されているかを容易に判断できる。
　更に、表示プログラムによると、スクロール処理によってサムネイル画像２１を移動さ
せるとき、ページ番号３１をサムネイル画像２１の上に重ねて表示するので、各サムネイ
ル画像２１の近傍にページ番号３１を表示するための領域がない場合であってもページ番
号３１を視認可能な大きさで表示できる。
　よって表示プログラムによると、非スクロール時にサムネイル画像２１の内容を把握し
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易くなるとともに、スクロール時に現在どのサムネイル画像２１が表示されているかを容
易に判断できる。
【００７０】
　更に、表示プログラムによると、サムネイル画像２１の移動が終了した時にページ番号
３１を非表示にするので、重ねて表示したページ番号３１によって非スクロール時にサム
ネイル画像２１の内容が把握し難くならないようにすることができる。
【００７１】
　更に、表示プログラムによると、識別子としてページ番号３１を表示するので、スクロ
ール時に全サムネイル画像２１のうち現在何ページ目のサムネイル画像２１が画面２０に
表示されているかを容易に知ることができる。
【００７２】
　更に、表示プログラムによると、ページ番号３１がサムネイル画像２１の画像領域内に
表示されるので、サムネイル画像２１の周囲にページ番号３１がはみ出す分の領域を確保
しておかなくてよい。このため、サムネイル画像２１をより大きく表示することができる
。これにより、スクロール処理が実行されていないときのサムネイル画像２１の把握がよ
り容易になる。
【００７３】
　更に、表示プログラムによると、画面２０に一部の領域のみが表示されているサムネイ
ル画像２１についてもページ番号３１を表示するので、画面２０に一部の領域のみが表示
されているサムネイル画像２１についてもページ番号３１を確認できる。
【００７４】
　更に、表示プログラムによると、サムネイル画像２１の拡大縮小後にサムネイル画像２
１をスクロールさせる時、サムネイル画像２１のサイズに応じてページ番号３１を拡大又
は縮小して表示する。
　例えばサムネイル画像２１のサイズが大きい場合はページ番号３１も大きくすることに
より、ページ番号３１をより容易に確認できる。また、例えばサムネイル画像２１のサイ
ズが小さい場合はページ番号３１のサイズも小さくすることにより、ページ番号３１にお
いてサムネイル画像２１の画像領域からはみ出す部分を小さくできる。これにより、サム
ネイル画像２１の周囲にページ番号３１がはみ出す分の領域を確保しなくてよく、より多
くのサムネイル画像２１を表示できる。
【００７５】
　更に、表示プログラムによると、サムネイル画像２１の選択において、選択したサムネ
イル画像２１であることを示す選択マーク２２（図形の一例）をサムネイル画像２１の上
に表示する。これにより、選択されたサムネイル画像２１であるか否かを選択マーク２２
の有無によって容易に判断できる。更に、表示プログラムによると、スクロール中にペー
ジ番号３１を選択マーク２２と重ならない位置に表示するので、スクロール中であっても
選択されたサムネイル画像２１であるか否かを容易に判断できる。
【００７６】
　更に、表示プログラムによると、当該表示プログラムが起動されたとき、サムネイル画
像２１が表示される前に、各サムネイル画像２１の表示領域を示す表示領域画像３０を画
面２０に表示するとともに、各表示領域画像３０の上にサムネイル画像２１のページ番号
３１を重ねて表示する。
　各ページからサムネイル画像２１を作成して表示する場合は、サムネイル画像２１が表
示されるまでに時間を要する。同時に表示されるサムネイル画像２１の数が多い場合や、
ページが高解像度である場合は特に時間を要する。表示プログラムによると、サムネイル
画像２１が表示される前に表示領域画像３０とページ番号３１とを表示するので、ユーザ
は表示されるサムネイル画像２１の数や各領域にどのページのサムネイル画像２１が表示
されるかをより早い段階で知ることができる。
　また、表示プログラムによると、表示処理によってサムネイル画像２１が表示される前
に表示領域画像３０及びページ番号３１を非表示にするので（「画像が表示されるタイミ
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ングに基づいて表示領域画像３０及び前記識別子を非表示にする」の一例）、ページ番号
３１によってサムネイル画像２１の内容を把握し難くなってしまわないようにすることが
できる。
【００７７】
　更に、表示プログラムによると、拡大縮小処理において、拡大又は縮小後のサムネイル
画像２１を表示する前に、画面２０に拡大又は縮小後の各サムネイル画像２１の表示領域
を示す表示領域画像３０を表示するとともに、各表示領域画像３０の上にサムネイル画像
２１のページ番号３１を重ねて表示する。
　各ページからサムネイル画像２１を作成して表示する場合は、サムネイル画像２１が表
示されるまでに時間を要する。同時に表示されるサムネイル画像２１の数が多い場合や、
ページが高解像度である場合は特に時間を要する。また、サムネイル画像２１を拡大縮小
すると画面２０に表示されるサムネイル画像２１の数も変化する。
　表示プログラムによると、拡大縮小されたサムネイル画像２１が表示される前に拡大縮
小後のサムネイル画像２１の表示領域画像３０とページ番号３１とを表示するので、ユー
ザは拡大縮小後に表示されるサムネイル画像２１の数や各領域にどのページのサムネイル
画像２１が表示されるかをより早い段階で知ることができる。
　また、表示プログラムによると、拡大又は縮小したサムネイル画像２１が表示される前
に表示領域画像３０及びページ番号３１を非表示にするので（「拡大又は縮小した画像を
表示するタイミングに基づいて表示領域画像３０及び識別子を非表示にする」の一例）、
ページ番号３１によってサムネイル画像２１の内容を把握し難くなってしまわないように
することができる。
【００７８】
　＜実施形態２＞
　次に、本発明の実施形態２を図１３によって説明する。
　実施形態２では、スクロール処理において、各サムネイル画像２１を当該サムネイル画
像２１の輪郭を示す枠に置き換えて移動させる。
【００７９】
　図１３は、実施形態２に係るスクロール処理を説明するための模式図であって、スクロ
ール中の画面２０の変化を時系列で示す模式図である。実施形態２に係る表示プログラム
は、スクロール操作を受け付けると、画面２０Ｔ～画面２０Ｘに示すように、各サムネイ
ル画像２１を当該サムネイル画像２１の輪郭を示す枠３２に置き換えて移動させ、サムネ
イル画像２１の移動が終了した時に、輪郭を示す枠３２を非表示にして各サムネイル画像
２１を表示する。輪郭を示す枠３２の内側の色は画面２０の背景画像と同じ色である。
【００８０】
　以上説明した実施形態２に係る表示プログラムによると、輪郭を示す枠３２は元のサム
ネイル画像２１に比べてデータ量が少なくてよいので、スクロール処理の負担を軽減でき
る。
　また、表示プログラムによると、サムネイル画像２１の代わりに輪郭を示す枠３２を表
示することによってサムネイル画像２１の内容の視認性を低くしている。これにより、ペ
ージ番号３１をより明確にユーザに視認させることができる。
　なお、各サムネイル画像２１を枠３２に置き換えるのではなく、当該サムネイル画像２
１より低解像度の画像に置き換えてもよい。
　実施形態２に係る表示プログラムはその他の点において実施形態１と実質的に同一であ
る。
【００８１】
　＜実施形態３＞
　次に、本発明の実施形態３を図１４ないし図１５によって説明する。
　実施形態１では表示装置として携帯電話１を例に説明したが、実施形態３では携帯電話
１よりも表示部１５の表示面積が大きいタブレット型コンピュータを例に説明する。
【００８２】
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　図１４は、実施形態３に係る画面４０の一例を示す模式図である。ＰＤＦ文書のページ
数が２ページ以上である場合は、図１４に示すように、各ページのサムネイル画像２１が
一覧表示されるサムネイル表示領域５０と、選択マーク２２によって選択されているサム
ネイル画像２１に対応するページのうちいずれか一つのページの印刷プレビュー画像３３
が表示されるプレビュー領域５１と、現在設定されている印刷条件（印刷に用いるプリン
タ、用紙サイズ、印刷部数など）や、印刷条件を設定するための画面を呼び出す［Ｓｅｔ
ｔｉｎｇｓ］ボタンなどが表示される印刷情報領域５２と、印刷を指示する［Ｐｒｉｎｔ
］ボタンなどが表示される操作領域５３とに画面４０が４分割される。
【００８３】
　プレビュー領域５１に表示される印刷プレビュー画像３３は、現在設定されている印刷
条件を反映して生成される。例えば、図１４の印刷情報領域５２には示していないが、２
つのページを縮小して１枚の印刷用紙の同じ面に印刷する所謂２ｉｎ１印刷を行う設定が
されている場合は、２つのページから１つの印刷プレビュー画像３３が生成されて表示さ
れる。
【００８４】
　実施形態３でも各サムネイル画像２１のデフォルトの状態は選択された状態であるとす
る。この場合、表示プログラムを起動した直後は、１ページ目の印刷プレビュー画像３３
が表示される。
【００８５】
　ユーザは、プレビュー領域５１に印刷プレビュー画像３３が表示されているページとは
異なるページの印刷プレビュー画像３３を表示させたい場合は、そのページのサムネイル
画像２１にタッチする。
　ユーザがタッチしたサムネイル画像２１が選択されていないサムネイル画像２１である
場合、言い換えると、選択マーク２２が表示されていないサムネイル画像２１である場合
は、そのサムネイル画像２１が選択されるとともに、そのサムネイル画像２１に対応する
ページの印刷プレビュー画像３３がプレビュー領域５１に表示される。
【００８６】
　一方、ユーザがタッチしたサムネイル画像２１が選択されているサムネイル画像である
場合は、その選択が解除される。ユーザは、そのサムネイル画像２１にもう一度タッチす
ることにより、そのサムネイル画像２１を選択された状態に戻すことができるとともに、
そのサムネイル画像２１に対応するページの印刷プレビュー画像３３をプレビュー領域５
１に表示させることができる。
【００８７】
　また、プレビュー領域５１に印刷プレビュー画像３３が表示されているページに対応す
るサムネイル画像２１の選択が解除された場合には、その印刷プレビュー画像３３が非表
示にされ、選択されているサムネイル画像２１のうち選択が解除されたサムネイル画像２
１の次のサムネイル画像２１に対応するページの印刷プレビュー画像３３がプレビュー領
域５１に表示される。
【００８８】
　例えば、印刷プレビュー画像３３として表示されているページのサムネイル画像２１の
選択が解除されると、そのページの後のサムネイル画像２１であって選択状態であるサム
ネイル画像２１のページが印刷プレピュー画像３３として替わりに表示される。
　一方、ユーザにより新たにサムネイル画像２１が選択されると、既に表示されている印
刷プレビュー画像３３に替えて、新たに選択されたサムネイル画像２１のページが印刷プ
レビュー画像３３として表示される。
【００８９】
　ＰＤＦ文書のページ数が１ページのみである場合は、サムネイル表示領域５０は表示さ
れず、その１ページの印刷プレビュー画像３３がプレビュー領域５１に表示される。
　なお、実施形態３に係る画面４０にも、実施形態１と同様に「Ｓｅｌｅｃｔ　Ａｌｌ」
ボタンや「Ｄｅｓｅｌｅｃｔ　Ａｌｌ」ボタンを設けてもよい。
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【００９０】
　（５－１）サムネイル画像の表示
　サムネイル表示領域５０にサムネイル画像２１を表示する処理は実施形態１と同様であ
り、サムネイル画像２１が表示される各領域にサムネイル画像２１の表示領域を示す表示
領域画像３０が表示され、その表示領域画像３０によって示される領域に表示されるサム
ネイル画像２１に対応するページのページ番号３１が表示領域画像３０の上に重ねて表示
される。そして、サムネイル画像２１の作成が完了すると、表示領域画像３０とページ番
号３１とが非表示にされ、各表示領域画像３０が表示されていた領域に、その表示領域画
像３０に対応するサムネイル画像２１が表示される。
【００９１】
　（５－２）サムネイル画像のスクロール
　ＰＤＦ文書のページ数が多い場合は、一部のサムネイル画像２１だけがサムネイル表示
領域５０に表示される。ユーザはサムネイル画像２１を横にスクロールさせることにより
、全てのサムネイル画像２１を画面４０に表示させることができる。
【００９２】
　図１５は、実施形態３に係るスクロール処理を説明するための模式図である。サムネイ
ル画像２１をスクロールさせる処理は実施形態１と同様であり、ユーザがスクロール操作
を行うと、表示されている各サムネイル画像２１に対応するページのページ番号３１がサ
ムネイル画像２１の上に重ねて表示される。そして、サムネイル画像２１がページ番号３
１とともに移動され、サムネイル画像２１の移動が終了するとページ番号３１が非表示に
される。
【００９３】
　＜実施形態４＞
　次に、本発明の実施形態４を説明する。
　実施形態４では、サムネイル画像２１のサイズが大きいほどサムネイル画像２１のサイ
ズに対するページ番号３１のサイズの比率を小さくする。言い換えると、サムネイル画像
２１のサイズが小さくなるほどサムネイル画像２１のサイズに対するページ番号３１のサ
イズの比率を大きくする。
【００９４】
　具体的には例えば、サムネイル画像２１が拡大縮小されても、その後のスクロール時に
表示するページ番号３１のサイズを常に一定にする。このようにすれば、サムネイル画像
２１のサイズが大きくなるほどサムネイル画像２１のサイズに対するページ番号３１のサ
イズの比率を小さくすることができる。
【００９５】
　なお、スクロール時にサムネイル画像２１のサイズに応じてページ番号３１を拡大又は
縮小して表示する場合であっても、サムネイル画像２１のサイズが大きいほどサムネイル
画像２１のサイズに対するページ番号３１のサイズの比率を小さくすることもできる。
【００９６】
　例えば、サムネイル画像２１が元のサイズから２倍に拡大された場合はページ番号３１
を１．５倍に拡大し、サムネイル画像２１が元のサイズから３倍に拡大された場合はペー
ジ番号３１を２倍に拡大する。
　このようにすれば、サムネイル画像２１を元のサイズから２倍に拡大した場合のサムネ
イル画像２１の倍率に対するページ番号３１の倍率の比は０．７５（＝１．５／２）とな
り、サムネイル画像２１を元のサイズから３倍に拡大した場合のサムネイル画像２１の倍
率に対するページ番号３１の倍率の比は０．６６（＝２／３）となる。その結果、サムネ
イル画像２１のサイズに応じてページ番号３１を拡大しつつ、サムネイル画像２１のサイ
ズが大きいほどサムネイル画像２１のサイズに対するページ番号３１のサイズの比率が小
さくなる。
【００９７】
　以上説明した実施形態４に係る表示プログラムによると、サムネイル画像２１のサイズ
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が変化してもページ番号３１の表示サイズが大きく変化しないようにすることができる。
これにより、ページ番号３１の視認性を維持することができる。
　また、サムネイル画像２１の詳細を確認したいユーザにとっては大きい画像サイズに対
してページ番号３１を小さくすることが望ましく、複数のサムネイル画像２１の全体を確
認したいユーザにとっては小さい画像サイズに対してページ番号３１を大きく表示するこ
とでサムネイル画像２１の識別を容易にすることができる。
【００９８】
　＜他の実施形態＞
　本発明は上記記述及び図面によって説明した実施形態に限定されるものではなく、例え
ば次のような実施形態も本発明の技術的範囲に含まれる。
【００９９】
　（１）上記実施形態では表示部１５に表示する画像として電子文書のページを表すサム
ネイル画像２１を例に説明したが、表示部１５に表示する画像はこれに限られない。例え
ば、特定のフォルダに格納されている１以上のデジタル画像についてそのサムネイル画像
２１を表示してもよい。
【０１００】
　（２）上記実施形態では表示プログラムがサムネイル画像２１を作成する場合を例に説
明したが、画像にサムネイル画像２１が添付されている場合はそのサムネイル画像２１を
用いてもよい。
【０１０１】
　（３）上記実施形態では表示部１５に表示する画像としてサムネイル画像２１を例に説
明したが、表示する画像はサムネイル画像２１に限られない。例えば、画像自体のサイズ
が元から小さい場合は、サムネイル画像２１ではなく元の画像をそのまま表示させてもよ
い。
【０１０２】
　（４）上記実施形態では、初期表示処理において、表示処理によってサムネイル画像２
１が表示される前にページ番号３１を非表示にする場合を例に説明したが、サムネイル画
像２１が表示された少し後にページ番号３１を非表示にしてもよい。
【０１０３】
　（５）上記実施形態では画面２０にサムネイル画像２１を表示させるとき、初期表示処
理によって表示領域画像３０やページ番号３１を表示する場合を例に説明したが、初期表
示処理は必ずしも実行しなくてよい。つまり、表示領域画像３０やページ番号３１を表示
することなくサムネイル画像２１を表示してもよい。
【０１０４】
　（６）上記実施形態では識別子としてページ番号３１を例に説明したが、識別子は画像
の移動中に現在どの画像が表示されているかをユーザが容易に判断できる情報であればペ
ージ番号３１以外であってもよい。
【０１０５】
　（７）上記実施形態ではページ番号３１を表示領域画像３０の画像領域内に表示する場
合を例に説明したが、ページ番号３１の一部が表示領域画像３０からはみ出してもよい。
ただし、ページ番号３１において表示領域画像３０からはみ出す部分は極力小さいことが
望ましい。
【０１０６】
　（８）上記実施形態ではスクロール操作が終了すると画像の移動も終了していたが、ス
クロール操作を終了してもしばらくは画像の移動を続けるように構成してもよい。この場
合、画像の移動を終了したタイミングではなく、スクロール操作を終了したときや、終了
した少し後に、ページ番号３１を非表示にしてもよい。
【０１０７】
　（９）上記実施形態では画像の移動が終了した時にページ番号３１を非表示にする場合
を例に説明したが、画像の移動が終了した少し後（例えば０．５秒後）にページ番号３１
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　また、画像の移動が終了する少し前（例えば０．５秒前）にページ番号３１を非表示に
してもよい。
【０１０８】
　（１０）上記実施形態では、拡大縮小処理において、拡大又は縮小したサムネイル画像
２１が表示される前にページ番号３１を非表示にする場合を例に説明したが、拡大又は縮
小したサムネイル画像２１が表示される少し前、あるいは表示された少し後にページ番号
３１を非表示にしてもよい。
【０１０９】
　（１１）上記実施形態ではタッチパネルに指を接触させて移動させることによってスク
ロール操作を行う場合を例に説明したが、［上］ボタンや［下］ボタンを設け、これらの
ボタンを押すことでスクロール操作を行ってもよい。
【０１１０】
　（１２）上記実施形態では選択されたページを印刷する場合を例に説明したが、選択さ
れたページをどのように利用するかは適宜に選択可能である。例えば選択されたページを
電子メールに添付して送信してもよい。
【０１１１】
　（１３）上記実施形態では表示装置として携帯電話１やタブレット型コンピュータを例
に説明したが、パーソナルコンピュータや携帯情報端末に本発明を適用してもよい。
　また、画像を表示可能なディスプレイとタッチパネルとを備えるプリンタに本発明を適
用してもよい。例えば、プリンタにおいては、着脱可能に装着されたリムーバブルメモリ
に記憶されている複数のデジタル画像のサムネイル画像２１をディスプレイに一覧表示し
、ユーザが選択したサムネイル画像２１に対応するデジタル画像を印刷するダイレクトプ
リント機能が知られている。このダイレクトプリント機能において、一覧表示されている
サムネイル画像２１をディスプレイ上でスクロール表示させる場合に本発明を適用しても
よい。
【符号の説明】
【０１１２】
１・・・携帯電話、１１・・・制御部、１５・・・表示部、１６・・・操作部、１７・・
・記憶部、２０（２０Ａ～２０Ｙ）・・・画面、２１・・・サムネイル画像、３０・・・
表示領域画像、３１・・・ページ番号、３２・・・枠、３３・・・印刷プレビュー画像、
４０・・・画面
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